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３
歳

児

５
歳

児

(満
１

-
2

歳
児

)

５
領

域

(満
3

-
5

歳
児

)

５
領

域

情
報

公
開

等

地
域

の
実

態
に

対
応

し
た

保
育

事

業
と

行
事

へ
の

参
加

自
己

評
価

等

創
造

的
な

思
考

や
主

体
的

な
生

活
態

度
の

基
礎

を
培

う
。

小
学

校

教
育

へ
の

円
滑

な
接

続
に

向
け

て
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の

改
善

を
図

る
。

ま
た

、
保

幼
小

中
一

貫
教

育
に

鑑
み

、
児

童
等

と
の

交
流

、
教

師
の

意
見

交
換

等
の

機
会

を
図

る
。

■
家

庭
と

の
連

携

園
児

の
生

活
全

体
を

豊
か

に
す

る
た

め
に

家
庭

と
の

連
携

を
密

に
図

る
。

家
庭

調
書

等

に
よ

る
状

況
把

握
、

入
園

の
し

お
り

・Ｈ
Ｐ

等
に

よ
る

園
の

情
報

提
供

に
て

互
い

の
情

報
を

共
有

す
る

。
ま

た
、

教
育

及
び

保
育

の
全

体
的

な
計

画
や

園
便

り
、

ク
ラ

ス
便

り
、

連
絡

帳
な

ど
に

よ
り

保
育

の
説

明
を

丁
寧

に
行

う
。

教
育

・保
育

の
基

本
に

つ
い

て
は

要
領

の
４

つ
の

事
項

を
重

視
す

る
。

目
標

は
生

活
を

通
し

て
、

生
き

る
力

を
育

成
す

る
よ

う
に

認
定

こ
ど

も
園

法
第

９
条

に
規

定
す

る
教

育
及

び
保

育
の

目
標

の
達

成
に

努
め

る
。

信
頼

感
を

深
め

、
仲

間
と

共
に

感
情

豊
か

な
表

現
を

す
る

集
団

生
活

の
中

で
自

立
的

・
意

欲
的

に
活

動
し

、
体

験
を

積
み

重
ね

る

保
育

時
間

な
ど

主
な

園
行

事
（
日

常
の

節
目

と
し

て
の

行
事

設
定

）

及
び

園
事

業

１
号

認
定

／
教

育
標

準
時

間
　

9
：
3
0
～

1
3
：
3
0

　
　

　
　

　
　

　
預

り
保

育
　

7
：
0
0
～

9
：
3
0
＆

1
3
：
3
0
～

1
8
：
0
0

２
・
３

号
認

定
／

基
本

保
育

時
間

　
標

準
認

定
7
：
0
0
～

1
8
：
0
0
 　

短
時

間
認

定
8
：
3
0
～

1
6
：
3
0

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 延

長
保

育
時

間
　

　
1
8
：
0
0
～

1
9
：
0
0
　

短
時

間
認

定
　

7
：
0
0
～

8
：
3
0
　

1
6
：
3
0
～

1
8
：
0
0

始
業

式
／

誕
生

会
（
毎

月
）
／

春
の

遠
足

／
健

康
診

断
／

歯
科

検
診

／
保

育
参

観
日

／
高

齢
者

福
祉

施
設

訪
問

／
運

動
会

／
プ

ー
ル

開
き

／
七

夕
／

秋
の

遠
足

／
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
／

発
表

会
（
ク

ラ
ス

別
）
／

マ
ラ

ソ
ン

大
会

／
豆

ま
き

／
ひ

な
ま

つ
り

／
親

子
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
／

お
別

れ
遠

足
／

卒
園

式
／

子
ど

も
農

園
活

動

■
教

育
及

び
保

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
　

　

教
育

及
び

保
育

の
基

本
を

踏
ま

え
、

「知
識

及
び

技
能

の
基

礎
」「

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

の
基

礎
」「

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性
等

」と
い

う
資

質
・能

力
の

３
本

の
柱

を
一

体
的

に
育

む
よ

う
努

め
る

。
こ

れ
は

第
２

章
の

ね
ら

い
及

び
内

容
に

基
づ

く
活

動
全

体
で

育
む

も
の

で
あ

る
。

乳
児

１
歳

児

２
歳

児

■
特

に
配

慮
す

べ
き

事
項

／
発

達
の

連
続

性
と

養
護

満
３

歳
未

満
児

の
個

人
的

指
導

、
満

３
歳

以
上

児
の

集
団

教
育

に
加

え
、

異
年

齢
児

の
触

れ
合

い
の

時
間

も
も

つ
。

ま
た

、
集

中
し

て
遊

ぶ
場

や
く
つ

ろ
ぐ

場
の

調
和

を
図

る
。

養
護

は
生

命
の

保
持

と
情

緒
の

安
定

を
図

り
な

が
ら

教
育

・

保
育

を
展

開
す

る
他

、
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

園
児

の
指

導
に

努
め

る
。

情
緒

豊
か

な
子

ど
も

・
自

立
で

き
る

子
ど

も
・社

会
性

の
あ

る
子

ど
も

・
知

識
豊

か
な

子
ど

も
そ

し
て

、
た

く
ま

し
く

や
さ

し
く
の

び
の

び
と

し
た

子
ど

も
を

目
指

し
ま

す
。

人
間

尊
重

、
生

命
尊

重
を

基
本

に
、

２
１

世
紀

を
生

き
抜

く
子

ど
も

を
育

て
る

１
．

い
つ

で
も

ど
な

た
で

も
は

っ
き

り
ご

挨
拶

が
で

き
ま

す
　

２
．

お
返

事
は

ど
ん

な
時

で
も

は
い

と
言

え
ま

す
　

３
．

自
分

の
事

は
自

分
で

な
ん

で
も

い
た

し
ま

す
４

．
困

っ
て

い
る

友
達

や
年

下
の

お
友

達
を

助
け

ま
す

　
５

．
約

束
を

よ
く

守
り

わ
る

い
こ

と
は

い
た

し
ま

せ
ん

　
６

．
一

日
一

回
よ

い
こ

と
を

い
た

し
ま

し
ょ

う

保
育

理
念

（
事

業
運

営
方

針
）

園
の

教
育

・
保

育
目

標

■
教

育
・
保

育
要

領
上

の
教

育
及

び
保

育
の

基
本

及
び

目
標

■
幼

児
期

の
終

わ
り

ま
で

に
育

っ
て

ほ
し

い
姿

　
　

　

身
近

な
仲

間
や

自
然

等
の

環
境

と
積

極
的

に
関

わ
り

、
意

欲
を

持
っ

て
活

動
す

る
子

ど
も

の
教

育
及

び
保

育
目

標
(学

年
の

重
点

）
（

保
育

目
標

・
保

育
の

内
容

と
も

に
年

間
指

導
計

画
の

基

礎
事

項
・

年
間

指
導

計
画

・
行

事
の

ね
ら

い
は

別
紙

）

生
理

的
欲

求
を

満
た

し
生

活
リ

ズ
ム

を
つ

か
む

行
動

範
囲

を
広

げ
探

索
活

動
を

盛
ん

に
す

る

象
徴

機
能

や
想

像
力

を
広

げ
な

が
ら

集
団

活
動

に
参

加
す

る

４
歳

児

■
小

学
校

と
の

接
続

●
人

権
尊

重
　

●
虐

待
確

認
保

護
　

●
個

人
情

報
保

護
　

●
苦

情
処

理
解

決
対

応
及

び
第

三
者

委
員

　
●

准
看

護
師

、
栄

養
士

等
の

専
門

者
の

配
置

　
●

適
正

な
園

運
営

の
た

め
の

会
計

事
務

所
に

よ
る

外
部

監
査

　
●

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
開

設
　

　
●

障
が

い
児

保
育

　
　

●
延

長
保

育
等

　
●

一
時

預
か

り
　

●
放

課
後

学
童

ク
ラ

ブ

人
的

物
的

面
の

確
保

、
保

育
教

諭
の

確
保

に
よ

り
乳

児
保

育
を

含
む

３
歳

未
満

児
の

受
け

入
れ

を
推

進
し

、
対

応
す

る
。

英
語

活
動

も
含

ん
だ

地
域

学
推

進
と

と
も

に
消

防
書

見

学
、

高
齢

者
福

祉
施

設
訪

問
、

大
塚

地
区

文
化

祭
等

の
地

域
の

行
事

に
参

加
す

る
（社

会
及

び
地

域
貢

献
)。

●
施

設
に

よ
る

適
切

な
施

設
運

営
管

理
の

評
価

　
　

●
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
（全

体
の

反
省

に
よ

る
全

体
的

な
計

画
等

へ
の

反
映

）

●
保

育
教

諭
等

の
評

価
（自

己
評

価
と

子
ど

も
の

評
価

の
確

立
）　

●
自

己
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
実

施
と

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

、
習

得

特
色

あ
る

教
育

と
保

育

研
修

計
画

●
体

操
教

室
（週

１
回

）　
　

●
英

会
話

教
室

（月
２

回
）　

　
●

リ
ト

ミ
ッ

ク
（月

２
回

）　
　

●
バ

レ
エ

教
室

（月
２

回
）　

　
●

夏
季

児
童

プ
ー

ル
(年

中
・年

長
）　

　
●

消
防

出
前

講
座

(年
長

）

●
園

外
活

動
(年

中
・年

長
）　

　
●

ス
イ

ミ
ン

グ
・ピ

ア
ノ

・英
会

話
・書

き
方

・体
操

教
室

（個
人

契
約

）　
　

●
モ

ン
テ

ッ
ソ

ー
リ

教
育

推
進

　
　

●
保

幼
小

中
一

貫
教

育
継

続
　

　
●

絵
本

、
音

楽
、

身
体

を
通

し
た

表
現

活
動

●
教

育
保

育
要

領
対

応
の

園
外

、
園

内
研

修
の

継
続

　
　

　
●

園
外

研
修

へ
の

計
画

的
な

参
加

（県
外

研
修

、
乳

児
保

育
研

修
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
研

修
、

地
域

子
育

て
支

援
研

修
等

含
む

）

幼
保

連
携

型
認

定
こ

ど
も

園
教

育
・
保

育
要

領
の

各
章

と
マ

ー
ク

の
対

応
　

第
１

章
＝

■
　

第
2
章

＝
◎

　
第

3
章

＝
★

　
第

4
章

＝
◆

●
自

己
肯

定
感

の
確

立
と

他
者

の
受

容

育
み

た
い

資
質

・能
力

は
小

学
校

以
上

の
個

別
の

「
知

識
や

技
能

」
「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
」
「
学

び
に

向
か

う
力

、
人

間
性

等
」
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

の
資

質
・
能

力
を

実
現

す
る

た
め

に
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
用

い
ら

れ
る

。

★
食

育
の

推
進

５
領

域
と

の
相

関
性

を
構

築
す

る
。

●
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

た
自

園
給

食
の

提
供

●
食

育
活

動
の

実
施

●
全

園
児

へ
炊

き
立

て
米

飯
の

提
供

●
行

事
食

の
提

供

●
子

ど
も

農
園

で
の

野
菜

作
り

の
実

施
●

種
付

け
か

ら
収

穫
、

実
食

ま
で

の
流

れ
の

中
で

食
べ

物
を

大
切

に
す

る
心

を
育

む

★
環

境
、

衛
生

・
安

全
管

理

●
施

設
内

外
の

設
備

、
用

具
等

の
清

掃
及

び
消

毒
等

、
安

全
管

理
及

び
自

主
点

検

●
子

ど
も

及
び

職
員

の
清

潔
保

持

●
感

染
予

防
対

策
指

針
の

作
成

と
実

施
及

び
保

護
者

と
の

情
報

共
有

●
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
応

●
警

察
署

指
導

交
通

安
全

教
室

★
災

害
へ

の
備

え

●
避

難
訓

練
（
地

震
、

火
災

、
津

波
、

不
審

者
対

応
）
の

実
施

（
毎

月
）

●
消

防
署

視
察

●
消

火
訓

練
の

実
施

●
被

災
時

に
お

け
る

対
応

と
備

蓄

※
年

2
回

外
部

業
者

に
よ

る
消

防
設

備
点

検
（
自

治
体

事
業

）

ア
　

豊
か

な
体

験
を

通
じ

て
、

感
じ

た
り

、
気

付
い

た
り

、
分

か
っ

た
り

、
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

り
す

る
「

知
識

及
び

技
能

の
基

礎
」

イ
　

気
付

い
た

こ
と

や
、

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
な

ど
を

使
い

、
考

え
た

り
、

試
し

た
り

、
工

夫
し

た
り

、
表

現
し

た
り

す
る

「
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

等
の

基
礎

」

乳
児

保
育

オ
　

社
会

生
活

と
の

関
わ

り

カ
　

思
考

力
の

芽
生

え

キ
　

自
然

と
の

関
わ

り
・
生

命
尊

重

健
康

●
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
園

児
の

理
解

に
基

づ
い

た
評

価

令
和

７
年

４
月

１
日

現
在

認
定

こ
ど

も
園

 三
宮

保
育

園
　

令
和

７
年

度
　

教
育

及
び

保
育

の
内

容
に

関
す

る
全

体
的

な
計

画
　

　

教
育

及
び

保
育

の
基

本
と

目
標

第
２

章
の

ね
ら

い
及

び
内

容
に

基
づ

く
活

動
全

体
を

通
し

て

資
質

・能
力

が
育

ま
れ

た
園

児
の

修
了

時
の

姿
で

あ
り

、
保

育
教

諭
等

が
指

導
を

行
う

際
に

考
慮

す
る

。
10

項
目

と
そ

れ

に
対

応
し

た
46

細
目

が
あ

る
。

基
本

（
1
）活

動
体

験
を

十
分

に
積

み
重

ね
る

　
（
2
）
養

護
に

よ
る

自
己

発
揮

を
考

慮
し

、
乳

幼
児

期
に

ふ
さ

わ
し

い
生

活
の

展
開

　
（
3
）
遊

び
を

通
し

た
指

導
を

中
心

と
し

て
５

領
域

の
ね

ら
い

を
達

成
　

（
4
）
園

児
一

人
一

人
の

発
達

の
課

題
に

即
し

た
指

導
→

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

徹
底

／
認

こ
法

第
９

条
の

目
標

達
成

に
努

め
る

　

 ５
歳

児

●
健

康
・安

全
へ

の
意

識
の

向
上

●
心

身
の

調
和

と
安

定
に

よ
り

自
信

を
持

つ

年
齢

●
運

動
と

休
息

の
バ

ラ
ン

ス
と

調
和

を
図

る

１
歳

児
（
満

１
歳

以
上

）

●
生

活
リ

ズ
ム

の
形

成
を

促
す

●
温

か
な

や
り

取
り

に
よ

る
心

の
安

定

■
養

　
 護

（
保

育
教

諭
が

行
う

事
項

）

乳
児

３
歳

児

●
健

康
的

生
活

習
慣

の
形

成

■
小

学
校

以
上

と
の

接
続

に
鑑

み
て

４
歳

児

●
主

体
性

の
育

成

２
歳

児
（
満

３
歳

含
む

）

事
業

の
目

的

教
育

・
保

育
方

針

義
務

教
育

及
び

そ
の

後
の

教
育

の
基

礎
を

培
う

も
の

と
し

て
の

満
３

歳
以

上
の

子
ど

も
に

対
す

る
教

育
並

び
に

保
育

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
に

対
す

る
保

育
を

一
体

的
に

行
い

、
こ

れ
ら

の
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
が

図
ら

れ
る

よ
う

適
当

な
環

境
を

与
え

て
、

そ
の

心
身

の
発

達
を

助
長

す
る

と
と

も
に

、
保

護
者

に
対

す
る

子
育

て
の

支
援

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

人
間

関
係

環
境

言
葉

●
特

定
の

大
人

と
の

深
い

関
わ

り
に

よ
る

愛
着

心
の

形
成

●
喃

語
の

育
み

と
応

答
に

よ
る

言
葉

の
芽

生
え

表
現

●
自

然
事

象
へ

の
積

極
的

な
関

わ
り

●
排

泄
の

確
立

●
運

動
、

指
先

の
機

能
の

発
達

上
記

の
「幼

児
期

の
終

わ
り

ま
で

に
育

っ
て

ほ
し

い
姿

」を
踏

ま
え

全
体

的
な

計
画

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
施

状
況

を
評

価
し

改
善

を
す

る
な

ど
園

全
体

の
教

育
及

び
保

育
活

動
の

質
の

向
上

を
図

る
。

園
児

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
よ

さ
や

可
能

性
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
評

価
書

の
妥

当
性

を
考

え
る

。
ま

た
、

小
学

校
へ

の
引

き
継

ぎ
と

す
る

。

◆
子

育
て

の
支

援

主
幹

保
育

教
諭

を
中

心
と

し
て

学
校

と
し

て
の

教
育

及
び

児
童

福
祉

と
し

て
の

保
育

並
び

に
子

育
て

支
援

の
有

機
的

な
連

携
を

図
り

、
子

ど
も

の
成

長
に

気
付

き
、

子
育

て
の

喜
び

が
感

じ
ら

れ
る

よ
う

子
育

て
支

援
に

努
め

る
。

保
護

者
に

お
け

る
総

合
的

な
子

育
て

支
援

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

に
お

け
る

乳
幼

児
期

の
教

育
及

び
保

育
の

中
心

的
な

役
割

を
果

た
す

。
ま

た
、

地
域

社
会

の
子

育
て

の
実

践
す

る
力

や
継

承
に

つ
な

が
る

よ

う
配

慮
す

る
。

●
身

近
な

環
境

へ
の

積
極

的
な

関
わ

り

●
言

葉
の

美
し

さ
、

楽
し

さ
へ

の
気

付
き

●
生

活
の

中
で

の
必

要
な

言
葉

の
理

解
と

使
用

●
自

由
な

表
現

と
豊

か
な

感
性

の
育

ち

●
仲

間
と

の
深

い
つ

な
が

り

●
社

会
事

象
へ

の
関

心
の

高
ま

り

●
伝

え
る

力
、

聞
く

力
の

獲
得

●
豊

か
な

感
性

に
よ

る
表

現

●
社

会
性

の
確

立
と

自
立

心
の

育
成

●
社

会
、

自
然

事
象

へ
の

さ
ら

な
る

関
心

と

生
活

へ
の

取
り

入
れ

●
文

字
や

数
字

の
獲

得
に

よ
る

遊
び

の
発

展

●
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

表
現

●
感

動
の

共
有

ク
　

数
量

や
図

形
、

標
識

や
文

字
な

ど
へ

の

関
心

・
感

覚

ケ
　

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い

●
道

徳
性

の
芽

生
え

と
並

行
遊

び
の

充
実

●
周

囲
の

人
へ

の
興

味
、

関
心

の

広
が

り

●
好

奇
心

を
高

め
る

●
言

葉
の

獲
得

●
話

し
は

じ
め

●
生

理
的

欲
求

の
充

実
を

図
る

●
応

答
的

な
触

れ
合

い

●
情

緒
的

な
絆

の
形

成

●
健

康
増

進
と

さ
ら

な
る

挑
戦

へ
の

意
欲

★
健

康
支

援
／

状
態

把
握

・
増

進
・

疾
病

対
応

※
乳

児
は

三
つ

の
視

点
、

幼
児

は
５

つ
の

領
域

で
区

分
さ

れ
て

い
る

(基
本

的
事

項
を

十
分

に
参

照
)。

※
要

領
上

は
乳

児
と

満
1
歳

に
区

分
さ

れ
て

い

る
の

で
、

満
１

歳
を

迎
え

た
場

合
は

１
歳

児
の

５
領

域
を

参
照

。

※
２

歳
児

は
、

満
３

歳
の

誕
生

日
を

迎
え

る
前

は
保

育
、

そ
れ

以
降

は
教

育
及

び
保

育
に

位

置
付

け
ら

れ
る

。

生
命

の
保

持

情
緒

の
安

定

●
適

度
な

運
動

と
休

息
の

充
足

●
自

我
の

育
ち

へ
の

受
容

と
共

感

●
言

葉
の

や
り

取
り

の
楽

し
さ

●
象

徴
機

能
の

発
達

と
イ

メ
ー

ジ
の

膨
ら

み

人
間

関
係

環
境

言
葉

●
い

ろ
い

ろ
な

素
材

を
楽

し
む

表
現

(乳
児

)
三

つ
の

視
点

健
や

か
に

伸
び

伸
び

と
育

つ

●
身

近
な

環
境

へ
の

興
味

を
持

つ

●
身

体
の

諸
感

覚
認

識
に

よ
る

表
現

健
康

●
健

康
及

び
発

育
発

達
状

態
の

定
期

的
、

継
続

的
な

把
握

●
年

2
回

の
嘱

託
医

に
よ

る
健

康
診

断
（
内

科
・
歯

科
）

●
登

園
時

及
び

保
育

中
の

状
態

観
察

、
ま

た
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
の

適

切
な

対
応

●
年

間
保

健
指

導
計

画
（
年

齢
別

参
照

）

●
年

1
回

職
員

健
康

診
断

及
び

毎
月

の
検

便
（
調

理
員

・
調

乳
担

当
者

）

■
幼

児
期

の
終

わ
り

ま
で

に
育

っ
て

ほ
し

い

姿
1
0
項

目

■
教

育
・
保

育
に

お
い

て
育

み
た

い
資

質
・
能

力
の

３
本

の

柱
４

歳
児

教
育

・
保

育
５

歳
児

教
育

・
保

育

●
意

欲
的

な
活

動

●
基

本
的

生
活

習
慣

の
確

立

●
健

康
へ

の
関

心

●
体

全
体

の
協

応
運

動

◎
教

育
及

び
保

育
（
園

児
が

環
境

に
関

わ
っ

て
経

験
す

る
事

項
）

身
近

な
も

の
と

関
わ

り
感

性
が

育
つ

●
身

体
機

能
の

発
達

●
食

事
睡

眠
等

の
生

活
の

リ
ズ

ム
感

覚

の
芽

生
え

３
歳

児
（

満
３

歳
以

上
）

教
育

・
保

育

身
近

な
人

と
気

持
ち

が
通

じ
合

う

２
歳

児
（

満
３

歳
未

満
）

保
育

◎
ね

ら
い

及
び

内
容

並
び

に
配

慮
事

項
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
こ

の
教

育
は

教
育

課
程

に
係

る
１

日
４

時
間

、
年

３
９

週
を

下
回

ら
な

い
学

校
教

育
の

こ
と

）

コ
　

豊
か

な
感

性
と

表
現

ウ
　

心
情

、
意

欲
、

態
度

が
育

つ
中

で
、

よ
り

よ
い

生
活

を
営

も
う

と
す

る
「

学
び

に
向

か
う

力
、

人
間

性
等

」

ア
　

健
康

な
心

と
体

イ
　

自
立

心

ウ
　

協
同

性

エ
　

道
徳

性
・
規

範
意

識
の

芽
生

え
●

自
己

主
張

の
表

出

●
友

達
と

の
関

わ
り

の
増

大

１
歳

児
（
満

１
歳

以
上

）
保

育

●
歩

行
の

確
立

に
よ

る
行

動
範

囲

の
拡

大



 
  

施設の概要 

施 設 運 営 主 体 有限会社 三宮 

施 設 の 種 類 保育所型認定こども園 

施 設 の 名 称 認定こども園 三宮保育園 

施 設 の 所 在 地 宮崎市北川内町円光明６３３８－１ 

連 絡 先 電話番号（０９８５）５３－８２３３ 

ＦＡＸ （０９８５）５３－８２６３ 

管 理 者 園長  三宮 征男 

開 設 年 月 日 昭和５５年４月１日 

  

●  施設設備について 

敷 地 敷地全体 １５３７．８２㎡ 

園 庭 ３３０㎡ 

園 舎 構 造 鉄骨組 

延べ面積 ３１４．１５㎡ 

新築年月日 平成２年３月 

 

● 運営方針 

（１） 本園は、健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的習慣を養い、身体諸機能の

調和的発達を図ります。 

（２） 本園は、集団生活を通じて、喜んでこれを参加する態度を養うとともに家庭や身近

な人への信頼感を深め、自主、自立及び協同の精神並びに規範意識の養うことに努

めます。 

（３） 本園は、身近な社会生活、生命及び自然に対する興味を養い、それらに対する正し

い理解と態度及び思考力の芽生えを養うことに努めます。 

（４） 本園は、日常の会話や、絵本、童話等に親しむことを通じて、言葉の使い方を正し

く導くとともに、相手の話を理解しようとする態度を養うことに努めます。 

（５） 本園は、音楽、身体による表現、造形等に親しむことを通じて、豊かな感性と表現

力の芽生えを養うことに努めます。 

（６） 本園は、快適な生活環境の実現及び子どもと保育教諭その他の職員との信頼関係の

構築を通じて、心身の健康の確保及び増進を図ります。 

（７） 本園は、関係法令を尊守し、事業を実施するものとします。 
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● 教育方針 

当園は、体・心・知の三本柱をたて保育しています。 

体 

（一生の財産である体をつく

る） 

・園外保育 

・素足の励行 

・半袖・半ズボン、薄着の励行 

・マラソンと乾布摩擦の励行 

・体操教室 

・バレエ教室 

・スイミング、サッカー（希望者） 

心 

（豊かな心づくりをする） 

 

・花・野菜を育てる 

・保育士道徳講和 

・伝承遊び 

・エコ教育 

・音感教育（リトミック） 

知 

（社会のニーズに合った子ども

になるための知育教育） 

 

・英語教室 

・絵本・童話・紙芝居・手遊び 

・ひらがな文字遊び 

・書き方教室・ピアノ（希望者） 

情緒豊かな子ども・自立できる子ども・社会性のある子ども・知識豊かな子どもそし

て、たくましくやさしくのびのびとした子どもを目指します。 

 

● 保育指針 

『２１世紀を生き抜く子どもを育てる』 

変化の激しい社会において、これからの教育は生きる力がキーワードになります。 

生きる力の中核は豊かな人間性です。いかなる場合でも、他人と強調し自立的に社会

生活が送れるよう、健全な人格を養うことを目的として、毎日のカリキュラムを進め

ていきます。 

 



 

● 三宮保育園 6 つのお約束

１．いつでもどなたでもはっきりご挨拶ができます。

２．お返事はどんなときでも”はい“と言えます。

３．自分の事は自分でなんでもいたします。

４．困っているお友達や年下のお友達を助けます。

５．約束をよく守り悪いことはいたしません。

６．一日一回良いことをいたしましょう。

 

●  職員３つの心得

○どんな時でも笑顔で挨拶のできる職員

○熱意をもって保育にあたる職員

○保護者・子どもから信頼される職員

 

●  デイリープログラム

- 6 - 

つのお約束 

１．いつでもどなたでもはっきりご挨拶ができます。 

２．お返事はどんなときでも”はい“と言えます。 

３．自分の事は自分でなんでもいたします。 

４．困っているお友達や年下のお友達を助けます。 

５．約束をよく守り悪いことはいたしません。 

回良いことをいたしましょう。 

心得 

○どんな時でも笑顔で挨拶のできる職員 

○熱意をもって保育にあたる職員 

○保護者・子どもから信頼される職員 

デイリープログラム 
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● 保育園年間行事予定 

月 行事予定 月 行事予定 

4 月 新年度始業式 

新玉ねぎ収穫（ゆり） 

10 月 運動会（江南小学校運動場） 

秋の遠足 

稲刈り・脱穀（ゆり） 

さつまいもの収穫（ゆり） 

オープンスクール（自由参観） 

5 月 春の遠足 

さつまいもの苗植え（ゆり） 

11 月 青島青少年自然の家（ゆり・すみれ）

大淀川学習館園児教室（すみれ・ゆり） 

未満児クラス生活発表会 

6 月 参観日 

高齢者福祉施設「生目の郷」訪問（ゆり） 

田植え（ゆり） 

12 月 マラソン大会（ちゅうりっぷ・すみれ） 

ゆりぐみ生活発表会 

7 月 七夕飾りつけ 

交通公園交通指導（ゆり） 

プール開き 

児童プール（すみれ・ゆり） 

1 月 マラソン大会（ゆり） 

 

8 月 児童プール（すみれ・ゆり） 2 月 節分豆まき 

ちゅうりっぷ・すみれぐみ生活発表会 

消防署見学（ゆり） 

記念写真撮影 

9 月 交通安全教室 3 月 親子レクリエーション（ゆり） 

お別れ遠足 

卒園式（ゆり） 

    

◎定期的に毎月実施             

・身体測定（身長・体重）    ・英語教室（全クラス）   毎月 2 回実施 

・誕生会            ・体操教室         毎週金曜日 

・避難訓練           ・リトミック（全クラス）  毎月２回実施 

      ・バレエ教室（すみれ・ゆり）毎月１回実施 
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● 提供する保育等の内容 

本園は、教育基本法・児童福祉法、その他関係法令等を遵守し、保育所保育指針

に基づき、乳幼児の心身の状況等に応じて、いかに掲げる特定教育・保育その他の

便宜の提供を行います。 

（１） 特定教育・保育の提供 

（２） 食事の提供（完全給食） 

○毎日の献立は、安全と衛生面に十分配慮し、カロリー計算された調和のとれた献立表

に基づき、年齢に応じて計画的に実施しています。（株式会社 魚国様委託） 

   

● 給食について 

園児の心身の発達や健康増進のため、また、望ましい食習慣を身に付けるため、保

育の重要な分野としてもとても大切にしています。 

※毎日の献立は、安全と衛生面に十分配慮し、カロリー計算された調和のとれた献立

表に基づき、年齢に応じて計画的に実施しています。（株式会社 魚国様委託） 

※全児童完全給食になりますが、1 号認定児童、2 号認定児童については、 

月額 1,500 円の主食代と 5,000 円の副食費を負担していただきます。 

※子どもの年齢に応じ、以下の時間帯に食事を行います。 

 午前おやつ 昼食 午後おやつ 備考 

未満児（0、1、2 歳児） ９時 30 分頃 11 時 15 分頃 14 時 45 分頃  

３歳児  11 時 30 分頃 14 時 45 分頃  

４、５歳児  11 時 45 分頃 14 時 45 分頃  

 

● 保育時間について 

（１）保育を提供する日 

年末年始（１２月３０日～１月３日）及び祝祭日以外の月曜日から土曜日まで。 

（２）保育を提供する時間 

※教育標準時間（１号認定）    ９時３０分から１３時３０分 

（上記以外の時間に保育が必要な場合は、７時から１８時まで「預かり保育」で 

対応します。１８時以降は延長保育となります。） 

※保育標準時間（２・３号認定）  ７時００分から１８時００分 

 ※保育短時間 （２・３号認定）  ８時３０分から１６時３０分 

  以上のほか、延長保育を希望する方には、各曜日とも 1 時間（午後 6 時～午後 7 時 

まで）の延長保育を実施しています。 
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● 利用料金 

（１）特定教育・保育に係る利用者負担(保育料) 

当園に対し、教育・保育給付認定を受けた市町村が定める保育料をお支払いいただきます。 

〇1 号認定こどもの場合、教育標準時間内（９：３０～１３：３０）での保育料の支

払いはありません。 

※「教育標準時間外の保育については、預かり保育となり、別途料金が必要となります。 

・７:００～９：３０・１３：３０～１８：００／１日４５０円 

〇２号認定子ども（３歳児クラス以上）の場合、市町村が定める保育料は０円となる

ため、支払いはありません。 

〇３号認定子どものうち、市民税非課税世帯の場合、市町村が定める保育料は０円と

なるため、支払いはありません。 

（２）保育の提供に要する実費に係る利用者負担金等掲げる保育料として、別表に掲げる

費用を負担して頂きます。お知らせ方法については、別途お知らせいたします。 

 

別表（特定教育・保育の提供に要する実費に係る利用者負担） 

※金額は、令和 7 年４月１日時点。 

● 支払方法 

毎月の利用者負担額（保育料）、給食費・月刊絵本代は、保護者指定金融機関口座から自動

引落（以下、口座振替）させていただきます。その他の費用は現金支払いとなります。 

項目 内容、負担を求める理由、目的 金額 

教材費 

月刊絵本（クラス別） 

きく ４６０円 

ちゅうりっぷ ４６０円 

すみれ ４８０円 

ゆり ４８０円 

製作帳（３歳以上児・クラス別） ６２０円（年１回／４月） 

連絡シール・シール帳（３歳以上児） ８３０円（年 1 回／4 月） 

連絡帳（３歳以上児） １２０円（随時） 

粘土※ケース付き 

（3 歳児・3 歳児以上の新入園児） 
８３０円 

制服代 
体操服（既存利用可） 

㊤２，３００円 

㊦２，２００円 

帽子（既存利用可）   日除け有１，０８０円    

給食費 3 歳以上児主食代 月額１，５００円 

3 歳以上児副食費 月額５，０００円 
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●預かり保育（１号認定）について 

１号認定児童の教育標準時間外の保育として預かり保育を実施いたします。 

・７:００～９：３０・１３：３０～１８：００／１日４５０円 

（１８:００以降の保育については、延長保育となります。） 

 

※１号認定を受けた３歳児クラス～５歳児クラスの児童で、保育の要件を満たす場合は、

新 2 号認定を受けられます。新 2 号の認定を受けた場合、預かり保育料月上限額 11,300

円 

（月 25 日預かり保育代）が無償化の対象となります。 

 

●延長保育について 

本園では保護者の皆様方の就労形態の多様化に少しでも対応するために、特別保育事業と

して延長保育を実施します。（ご利用は事前申し込みが必要になります。） 

１．時間：月曜日～土曜日 18 時 00 分～19 時 00 分（1 時間） 

※保育短時間の方は、午前 7 時 30 分～午前 8 時 30 分・ 

午後 4 時 30 分～午後 5 時 30 分の間 

２．利用料金：月額 3,000 円 

       日額 350 円 

３．職員：保育士 2 名で対応します。 

 ※職員は午後 7時までの勤務の翌日も通常に勤務します。終了時刻を厳守してください。 

 

● 利用の開始及び終了に関する事項 

（１） 利用の開始 

宮崎市の利用調整に基づき当園に入園決定された支給認定を受けた保護者が本重要事項

説明書に同意され、利用契約書を締結した後に教育・保育の提供を開始します。 

 

（２） 利用の終了 

当園は、以下の場合には教育・保育の提供を終了いたします。 

〇利用する幼児が小学校に入学したとき。 

〇乳幼児の保護者から当園の利用に係る取消しの申出があったとき。 

〇三宮保育園運営規定第 10 条第１項、第２項、第３項及び第４項に規定する費用

を著しく滞納し、当園の催促等に対して誠意をもって対応しないとき 

〇その他、利用継続において重大な支障又は困難が生じたとき。 
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●保護者の皆様へのお願い 

１．保育園ですので、幼稚園や学校とちがって、夏休みや冬休みや春休みはありませ

んが、年末年始はお休みします。 

２．欠席、あるいは登園時間が遅くなる場合には、給食の人数確認のため、必ず 

保育園に朝 8 時 30 分までにご連絡下さい。また、欠席の連絡の際は、病気、その

他の理由等、園で把握しておく必要がありますので、欠席の理由をお伝えくださ

い。 

３． 保育園は集団で生活しておりますので、伝染性の病気は、「登園しても大丈夫」

という医師の許可を得て登園させてください。 

◎登園許可証（医療機関記入）   ◎登園届け（保護者記入） 

※登園許可証は保育園にも様式がありますが、病院の先生の証明があれば 

特に指定はありません。 

４．退職、転職された場合には、必ず園にお知らせください。市の保育幼稚園課に書

類を提出することが義務付けられています。また、退園される場合は、早めに申

し出てください。ぎりぎりになると事務手続き上、不都合が生じますのでよろし

くお願いします。 

５．保育中に発熱したり、変調のある場合には、電話連絡しますので、転居・転職等

で連絡先が変更になった場合は、必ずお知らせください。 

６．持ち物には必ず名前を書いてください。たくさんのお友達の中で生活しています。 

  同じものや、みんなと一緒のものもあり、名前がなくて、迷子になっている持ち

物がたくさんあります。必ず、名前を書くようよろしくお願いします。 

７．各クラスに入っての活動が、9 時 30 分ごろから始まります。各クラスでの活動に

支障をきたすこともありますので、できるだけ 9 時 30 分までの登園をよろしくお

願いします。 

８．服装は質素で清潔、運動しやすく、排泄の際には着脱しやすいものを着せてくだ

さい。 

  ※季節や活動内容に応じた服装をお願いします。 

  ※室内では年間を通して、素足で活動します。 

９．帽子は頭を保護してくれるのはもちろん、保育園生である証にもなります。 

  晴れの日も雨の日も必ず帽子をかぶって登園して下さい。 

10．保育園には食物アレルギーのお子様もいますので、ご自宅からの朝食の持参につ

いてはご遠慮下さい。 
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●健康管理について 

１．朝起きてからの、あるいは前夜の子どもの状態に、少しでも変わったことがあれ

ば、必ず、保育士にお伝えください。その日の視診に重要なポイントになります。 

２．発熱、嘔吐、下痢の症状の場合は登園を控えてください。 

  （３８℃以上の発熱、複数回の嘔吐や下痢をした場合はすぐに連絡をいたします。） 

 

●入園に際しての確認事項 

１．名前・生年月日・満年齢等に間違いはありませんか。 

２．集団生活での経験はありますか。できれば、慣らし保育（午前中の１～2 時間か

らはじめて 1 週間徐々に時間を延ばしていきます。）を行ってください。 

３．アレルギー等になる食品はありませんか。（医師の診断が必要になります。） 

 

● 虐待の防止 

当園では子どもの人権の擁護、虐待の防止等の防止を図るため、責任者の設置その他必要な体

制の整備を行うとともに、職員に対する研修の実施その他必要な措置を講ずるものとします。 

 

● 緊急時の対応 

お預かりしているお子様に病状急変等の緊急事態が発生した場合には、すみやかに保護者

又は緊急連絡先、その他医療機関への連絡を行う等の必要な措置を講じます。 

 

● 嘱託医 

当園は、以下の医療機関と嘱託医契約を締結しています。 

（１） 内科、小児科 

医 療 機 関 の 名 称 たかむら小児クリニック 

医 院 長 名 高村 和志先生 

所 在 地 宮崎市大坪町西六月２２０７－１ 

電 話 番 号 ０９８５－５２－８１８１ 

（２）歯科 

医 療 機 関 の 名 称 永吉ちひろ歯科 

医  院  長  名 永吉 ちひろ先生 

所 在 地 宮崎市大塚町正市５６２５ 

電 話 番 号 ０９８５－８８－１５５２ 
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● 要望苦情に関する相談窓口 

当園では、要望、苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

 

当園 

ご利用相談窓口 

 

 

・解決責任者 園長  三宮征男 

・受付担当者 副園長 三宮信子 

・ご利用時間 当園開園日、開所時間内 

・電話番号  ０９８５－５３－８２３３ 

・ＦＡＸ   ０９８５－５３－８２６３ 

 

 

第三者委員 

 

日高 たつ子 
住所   宮崎市太田 

大淀地区民生委員 

河野 幸一 
住所   宮崎市大塚町 

卒園児保護者 

※当園では、上記のほか園内に要望・苦情等に係る投函箱を設置しています。 

（要望・苦情等への対応方法） 

・要望・苦情等を受け付けた場合には、適切に対応し、改善を図るよう努めます。 

・要望・苦情等の内容を受け付けた場合には、要望・苦情等の内容を記録し、市からの求

めがあった場合には、必要な改善を行い、市に報告します。 

 

● 非常災害時の対策 

防火管理者 三宮 崇寛 

非常時の対応 別途に定める消防計画書により対応いたします。 

防火設備 消火器、誘導灯、火災報知器等を備えています。 

避難・消火訓練 避難及び消火を想定した訓練を月１回実施します。 

第１次避難場所 当園園庭 第２次避難場所    当園屋上 

 

●当園におけるその他の留意事項 

喫煙 当園の敷地内はすべて禁煙です。 

宗教活動・政治活動・

営利活動 

利用者の思想、信仰は自由ですが、他の利用者に対する宗教活動、

政治活動及び営利活動はご遠慮ください。 
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●一時預かりについて 

当園では、１ヶ月に１４日未満で、一時預かり保育を行っています。 

就労の方はもちろん、出産時、通院、ちょっとお買い物に行きたい、またリフレッシュ

したいという時など一時的に保育が必要な時に利用できます。 

 

１．利用時間  月曜日～金曜日   7:00～18：00（8 時間） 

         （1 ヶ月 14 日以内） 

 

２．利用料金  未満児（0～2 歳※）    4 時間未満 1,000 円 

（給食費 275 円含む） 

                     4 時間以上 2,000 円 

                     （給食費 275 円・おやつ代 88 円含む） 

        

以上児（3～5 歳※）    4 時間未満 1,000 円 

（給食費 275 円含む） 

                     4 時間以上 1,500 円 

（給食費 275 円・おやつ代 88 円含む） 

 

※年齢は 4 月 1 日時点の年齢で数えます。 

                               ※価格はすべて税込価格です。 

・利用には事前に登録、予約が必要となります。 

・利用時間が 8 時間を超える場合は、延長保育となります。 

 

●薬の投与について 

子どもさんの薬は、本来は保護者の方が直接与えて頂くようになっておりますが、お

仕事をされている保護者の皆様に保育園に来ていただいて、薬を与えて頂くことは難

しいことです。そこで、保護者と保育園側との話し合いの上で、保護者に代わって保

育士が薬を与えますので、下記のことにご理解とご協力をお願いします。 

 

１．薬を飲ませる時間が多少ずれても、病気に影響しないものに限ります。 

２．薬は、病院でもらわれた薬、医師の処方によって薬剤師が調剤した薬に限ります。 

３．保護者の個人的な判断で持参した薬は保育園では対応できません。 

４．原則として頓服薬（解熱剤・発作止め等）は、飲ませることはできません。 

５．園で発作が起こるような病気（てんかん・アレルギー等）がある子どもさんの投

薬や処置につきましては、主治医の指示書や保護者の話し合いの上、対応します。 
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６． 持参する薬について 

(ア) 薬を持参する場合は、お薬袋に必要事項（朝の与薬時間・保育園での与薬予

定時間・何の薬なのか）を記入の上受付をして下さい。 

１）  

２）使用する薬は、1 回ずつに分けて当日分のみ持たせてください。 

   ※塗り薬は、チューブまたは容器ごと持たせてください。 

  ３）薬の入った袋や容器には、必ず子どもさんの名前と日付け、飲ませる時間を

記入してください。 

７．保育園で子どもさんが発熱した時、怪我をした時に応急処置として以下のものを

使用しております。子どもさんのお肌に合わないものがありましたら、事前

にお知らせください。 

すり傷・切り傷等・・・・トフメルＡ 

発熱・打ち身等・・・・・アイス枕・冷却シート・湿布 

虫刺され等・・・・・・・ムヒベイビー 

            液体ムヒ 

 

※原則として、上記のような事で対応していきたいと思いますので、よろしく 

お願いします。 


